







































Kumano-Kanjin-Jikkai Mandara and Its Roots (XIV): 
Background of Kitakasuyaku’s Collection, Kumano Faith 






















































































































































































































































































































































































































































が『張州府志 第二十九 知多郡』の「神祠」（翻刻 p. 749）『張州雑志 巻第七』（翻刻
p. 592）に残されている。熊野神社として現存しているほか，小倉村（現常滑市小倉
町）にある時宗の古寺小倉山蓮臺寺の鎮守として熊野権現が祀られていたということ































































































































































　　 復刻版　常滑市誌編集委員会　昭和52年（1977年）『常滑市誌 近世村絵図集』のうち『七 大
野村絵図』
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